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2016年テーマ 「心動いて元気になる」
ゆたかなビレッジで、人と出会い、心を動かされ、また元気に明日
もやっていこうと思うエピソードを毎月ご紹介いたします。

第９回 「母に喜んでもらいたいから」

ゆたかなビレッジ事業開始当初から、ご利用中のご家庭へ訪問
する機会があった。ご本人様へのケア内容を相談することが目
的である。様々な課題をご家族様と検討していた。どんなケア
をご自宅で行っているのか？ベストなケアを皆で検討した。ま
た、ご家族のケアを動画に記録させていただいてスタッフ全員
で共有することも開始した。訪問した帰り際、ご家族様が口に
した言葉をお土産に頂戴した。「母に喜んでもらいたいだけな
の」お母様に喜んでいただきたい一心で、在宅で介護していま
す。そうお話しくださった。この思いを「支えていただきたい
。」私はそのように受け取っている。様々な課題をすべて見つ
けて解決する。そんな介護があれば、それも価値あるものかも
しれない。しかしシンプルに「お母さんに喜んでもらいたい」
息子さん、娘さんの願いの源はこの言葉にあると私は思う。そ
のご家族様は続けて「身体が不自由になった母に喜びとは、食
べること、お風呂に入ること」だろうと。これは、ゆたかなビ
レッジの介護により、お母様が喜ぶケアを提供してほしい。そ
う希望されていることだと私は受け止めている。お父様、お母
様を自宅で介護していくことを支えている娘様、息子様、また
お孫様、兄弟、姉妹、親族の方、要介護者本人を支えている多
様なご家族様の「思い」を支える役割を、私たち「ゆたかなビ
レッジ」はもっていることを忘れてはいけない。
家族全体の「がんばる思い」を介護事業所スタッフ全員で支え
ていくことが必要だと強く思う。「みんなで元気になる」ため
にも、これまで以上に、皆さまに「喜んでいただける」介護を
提供して行く心構えでいます。本当の家族には代わることはで
きませんが、本当の「ご家族の思い」を代わることはケアに於
いて可能になります。ご本人様が本当に喜んでいる様子を、ご
家族様と一緒に体験できる機会を増やしていきましょう。応援
よろしくお願いいたします。

： (⌒∇⌒) スタッフキッチンスタジアム 始まります。

：9月より月に一度、スタッフ企画による「キッチンスタジアム」食事会
を開催いたしております。
ご利用者さまにもお手伝いいただくこともありますが、楽しく、美味しく、会
をすすめていきます。 （参加自由です。ご家族の方も是非どうぞ）

ゆたかな
ビレッジ
介護事業所の
話題をご紹介

次回日程
小規模多機能型居宅介護ゆたかなビレッジ横浜：28年1１月1０日（木）
12:00～
デイサービスゆたかなビレッジ ：28年11月21日（月） １２：００～


